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2003年以来、アート・デザイン・建築の複合イベントとして、大型開発
の隙間で空洞化が目立っていた東京のやや東側のエリアを舞台にクロス
ジャンルの実験を続けてきた「CET（セントラルイースト東京）」。空き

ビルでの展示や街全体を利用したパフォーマンスを皮切りに、2006年以降は活動の日常化をテーマに取り組みを継続してきました。最近で
は、ギャラリー、ショップ、アトリエ、クリエイティブオフィス等が集積するエリアへと変貌しつつあり、今年はそんなユニークな拠点を巡りながら
楽しめる数々の企画を計画しています。とはいえ空きビル等を主な会場とするイベントの性質上、イベントの詳細はギリギリまで確定しません。
今年のテーマである「時間・空間・変換」には、会場をアート目的で使用すること以上に、エリア全体が今どんな変換の過程にあるかを体感す
るという、空間の可能性とそこで過ごす時間のあり方まで探るトータルな実験の意味を込めています。動きつつある街そのものを使った実験ゆ
え、突発的な変更も相次ぎます。各企画の開催場所や開催時間はウエブサイトで直前に確認してからお出かけいただくことをおすすめします。
　

05:Kimiko Sugiura

@Toshima bldg. 
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12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

WALL（仮）
佃弘樹

多分、巨大壁画。

佃弘樹：1978年香川県生まれ。2001年武蔵野美術大学映像学科卒。現在、東京都在

住。展覧会：2007「DOCTRINE」,DIESEL DENIM GALLERY AOYAMA, Tokyo

／2007「幻視力」,NANZUKA UNDERGROUND,Tokyo／グループ展：2006「電気

用品安全法いよって消え行く危険性があるもの展」 （NANZUKA UNDERGROUND）

／2006「FINAL HOME SURVIVAL-ADDICT EXHIBITION」（NANZUKA UNDER-

GROUND）／2005「zarjaz」 （London, UK）／2004「Japan Week」 （UK）

協力：NANZUKA UNDERGROUND

1 2月 1 2日（金）2 0 : 0 0～／ 1 3日（土）2 0 : 0 0
～／14日（日）15:00～、19:00～（計４回）
※アクションは30分程度を予定。

新野圭二郎による新作アクション
「複数のインストラクション／
複数回のアクション」

新野圭二郎

アーティスト新野圭二郎による新作アクションを行います。このアクショ

ンは、新野本人により行われます。新野によるアクション（パフォーマン

ス）は約５年半ぶりとなります。この世界にある数字や言語を用いて、

世界の要素を様々に結びつけていくアクションとなる予定です。この機

会に是非、皆さまのお越しをお待ちしております !

新野圭二郎：1975年愛知県生まれ。アーティスト。ArtとLifeの境界を揺るがすアクショ

ン、インスタレーションを多数発表。2007年1月英アート誌『Frieze』に作品の批評が掲

載。2007年11月 CET07参加アクション「男は丸3日間、穴の中に入り続けることを決

意する。」は朝日新聞、東京新聞、FNNスーパーニュース等で紹介され、各方面で話題とな

る。2008年５月六本木で行われた「The house」展のための企画展［多面ミラー］ ～70

年代生まれのアーティストによる、グローバル下における葛藤と幸福～ を共同キュレーショ

ン／出展は、反響の多数ある展覧会となった。www.kei j i roni ino.com

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

『ボくねけだせれたよ』

姉川たく（＋ PHIL）

PHILのプロデュースで開催された展示の特別編として、姉川たくの連

戦シリーズ延長戦。初の2部構成の展示を終えたばかりの姉川たくが、

この2つの展示から、選りすぐりの作品を新たに再構築し、インスタレー

ションとしてCETに登場。個展の際に行った「立体的に糸を放つ」行

為は、空間にのみ存在する重力との闘いでしたが、今回はタイトルの如く、

役目を終えた糸たちに新たな息吹を注ぎ込み拡散。ある種「無の境地」

を構築するのだが、その行間のズレを感じとって欲しい。

姉川たく：1970年、神戸出身。大学時代にテキスタイルデザイン、身体表現に没頭。大

学卒業後、インテリアデザインの会社に就職。商業施設の空間デザインを手がけつつ、自

らデジタルコンテンツの部署を立ち上げ数々の受賞歴を持つ。2001年デザイン会社カニ

カピラの代表就任。2004年から個人の表現欲求を吐露した作風として、糸に纏わる作品

群を発表し高評価を受ける。NANZUKA UNDERGROUNDの協力により海外でも展

開中。www.philspace.com/art ist/taku_anekawa/

PHIL（PHIL co.,ltd./市川恵一朗）：Agent＆ Creative companyとして2002年設立。

新しい才能に目を向け、プロデュースからディレクションを業務とする。ギャラリーとは異

なり展示施設を持たず、人に力を注ぐ業務展開を行い、様々な才能を輩出。作家マネジメ

ント及びプロデュースを手掛けながら、制作部門＜ diffusion.＞も併設。所属は福井利佐、

若野桂、姉川たく、遠山敦ほか。www.philspace.com

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00
ワークショップ：13日（土）13:00～14:30／

鑑賞会：13日（土）15:00～16:00＠ UNG　 13

「壁」採集 × ワークショップ
杉浦貴美子

CETエリアの壁をカメラで採集し、壁に壁を重ねます。12月13日（土）

には壁採集のワークショップを開催。浅草橋から日本橋まで、地球に垂

直な面のみに注目して写真を撮り歩きます。参加希望の方は要予約・

要カメラです（申込はWEBから）。採集の後にはUNGにて馬場正尊さ

んと鑑賞会を開催。参加者の写真を時系列に並べて鑑賞します。こち

らはどなたでも参加できますのでふらっとどうぞ。

杉浦貴美子：1974年愛知県生まれ。6年間のテキスタイル作家活動を経て、2年前から

壁を撮るように。平面構成と色に対する執着はテキスタイル作家時代から、ミクロ目線は

幼少から。

企画協力：元永二朗、中西泰人

泰岳ビル 1F /2F
東京都千代田区東神田1-2-10

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

Point Of Contact
タムラサトル（Ta k u ro S o m e y a C o n t e m p o -
rary Art）

「リバプールビエンナーレ 2008, “ Pop Up ” exhibit ion」の再現。

タムラサトル：1972年、栃木県生まれ。1995年、筑波大学 芸術専門学群 総合造形卒業。

「なんの背景ももたない思想的に真っ白な作品をめざし、意味の破壊をテーマに作品を制

作。その破壊は決して重いものではなく、むしろ軽やかに行われます。笑いさえおこるでしょ

う。作品の中で、意味を積極的に破壊するか、もしくは意味がつかない状態にしてしまい

ます。素材・形態が持つであろう意味・設定・目的からも、自由でありたいのです。あるい

は、それらに疑問を持っているのです。」

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

r ibbon
Emmanuel le Moureaux／エマニュエル・ムホー

馬喰町問屋街のカラフルなリボンがオフィスビルのフロアをつなぎ、外に

も現れる。リボンは、街をつなぎながら新しい空間を生み出す。

エマニュエル・ムホー：1971年フランス生まれ。建築家。1996年より東京在住。 2003

年エマニュエル一級建築士設計事務所設立。日本古来の間仕切りに ヒントを得たパーティ

ションシリーズ「色切 /sh ik i r i」を編み出す。その「空間を色で仕切る」というコンセプト

から、色を平面的ではなく三次元空間を形作る道具として扱い、建築、インテリア、プロダ

クトデザインまで幅広く手掛ける。2005年デザインタイドBest Insta l la t ion Award、

2007年・2008年度「BEST STORE OF THE YEAR」優秀賞、2008年度「CSデザイ

ン賞」受賞。東北芸術工科大学准教授。www.emmanuelle. jp

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

PL AYBOX［浮気症］

TOMINARI TOZAWA / 戸澤富成（Flavor inc.）

使用目的に応じて、たとえば棚やテーブルや椅子などに、正方形のパネ

ル構成で組み立てることができる。またパネルの素材を替えることで家

具の Imageも替えることができる。飽きっぽい人［浮気症］のために…。

TOMINARI TOZAWA：1987年、武蔵野美術短期大学卒業。卒業後スーパーポテト（設

計事務所）にてアルバイト。アーティスト齋藤敏文氏（現在（有）トッピアートファクトリー

代表）と共にスタジオタトゥーを設立し、インテリアART活動を中心に様々なART活動に

勤しむ。1991年株式会社スペースコア入社。1996年株式会社スペースコア退社後、フリー

の設計デザイナーとなる。2002年有限会社フレイバー設立。

12月7日（日） 20:00～22:00

インターン祭 !
CET08インターン

CETを底から支えるインターンスタッフによる、好き勝手イベント !  学

生・社会人・自由人が分野を越えて企画するので、他のイベントとはひ

と味違います !　何が起きるのかは来てのお楽しみ。詳細はWEBを確認 !!

12月12日（金） 20:00～22:00（休憩あり）

ライブ「冬眠中」

かえる目

行く先々で土地と催しを言
ことほ

祝ぎ、場所の記憶を捻転させるかえる目、今

年も各地の記憶をけろけろ歌い、駄弁を弄します。昨年のCETライブ

のために作った「馬喰町」、「街の名は渋谷」、「とんかつ一代」上映のた

めに作った「組曲とんかつ」、さらには1 stアルバム収録曲「ふなずしの

唄」「あの寺に帰りたい」など、新旧レパートリーを交えてたっぷり演奏

いたします。

●入場料1500円／定員：40名（着席／予約優先）＋スタンディング

予約：event@asyl.co.jpまでメールでお申込みください

かえる目：vocal: かえるさん a.k.a. 細馬宏通　guitar: 宇波拓　violin: 木下和重 

percussions, klarinette: 中尾勘二

かえるさんこと、細馬宏通の作詞作曲と不安定なボーカル、宇波拓・木下和重・中尾勘二

によるつつましくも練達の演奏によるカルテット。報われないのに夢見がちな歌詞、音量

の少なさと低音の欠落を特徴とし、ホームパーティー、もしくはホームに似た場所での演奏、

そしてホームレコーディングを得意とする。2007年10月1stアルバム「主観」をリリース。

2009年春に2ndアルバムを発売予定。

12月5日（金）14 :00～終電／9日（火）～13日
（土）14:00～19:00（予定・不定期の可能性あり）

『夜中のパン屋』

久米葵／河田将吾

「愛の温度」と「森のパーティー」の展示。「愛の温度」2008年の新作。

「森のパーティー」2008年の新作。「森のパーティー」は、テーブルの上

に「物語のある風景」を作り出す食器のシリーズです。湖 /池、木 /森、

橋、それぞれの器が、その上におかれるスイーツやフィンガーフードによっ

て物語を語り始めます。クルミがのせられたなら、クルミの木になり、チー

ズがのせられたなら、牧場脇の小川にかかる橋 になり、白鳥のお菓子が

のせられたなら、冬の湖になります。テーブルに三つの器が並んだとき、

そこには物語のある小さな森が現れます。

久米葵：1977年生まれ。東京都出身。「親しみのある違和感」をコンセプトに作品づく

りをしています。

河田将吾：1977年生まれ。鳥取県出身。河田将吾建築設計事務所主宰。未来を自由に

することをテーマに活動中です。

主催：ORPPS

豊島ビル 3F / 4F
東京都千代田区東神田2-4-10

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

SHIH-TZU 2nd EXHIBITION
“PE T LOSS ”

SHIH-TZU（古屋蔵人／黒川知希／大川久志／小
田島等／黒川早苗）

2 0 0 7年に東京、京都の2カ所で行われた「 2 0 2 7展」に続くS H I H -

TZUの第２回グループ展。わりかし適当に決めたグループ名「シーズー」

にちなんで “ペットロス”をテーマに、亡きペットとの思い出・トラウマ・

遺恨を表現したペイント、ドローイング、立体などの作品を展示。薄暗い

会場のサウンドトラックはニッポニアエレクトロニカによるつくり下ろし。

SHIH-TZU（シーズー）：2007年に発売された書籍『2027』を共同制作した編集者の

古屋蔵人、アーティストの黒川知希と大川久志、イラストレーターでありデザイナーの小田

島等の4人により結成。2008年よりウェブデザイナーの黒川早苗が参加。お互いの活動

をサポートしあったり、ZINEの発行やWEBの運営、展示などを行う緩やかな共同体。

来来 / LaiRai
東京都台東区柳橋1-21-6 伊藤ビル5F
tel 03-5829-9870　www.lairai . jp

1 2月 5日（金）、8日（月）～ 1 2日（金）1 6 : 0 0
～ 20 : 00／ 6日（土）、7日（日）、13日（土）、14日
（日）12:00～19:00（時間外要確認）

来来画廊オープン記念
「フクモ陶器 出張展示販売会」

福本歩

アートの編集企画を行う新型クリエイティヴ・ユニット「来来／

LaiRai」です。このたび、柳橋のオンボロ空間を改築したオフィスにミ

ニミニギャラリーを構えました。その第一弾企画として、新進アーティス

ト、福本歩による、おニューでフューチャーなヘンテコ陶器の展示即売会

を実施します。まったく役に立たない無用の陶器から、骨董や古道具を

改良した珍品、大ヒット必至のおもしろアイディア商品まで、一挙に披

露。伝統と創造の技で、皆様の生活に笑いと頓智を注入いたします !

福本歩 : 1979年横浜市生まれ。多摩美術大学卒業。筑波大学大学院芸術研究科修了。

2008年、横浜市「黄金町バザール」参加。

柳橋日和
東京都中央区東日本橋2-27-2 日機会館ビル5Ｆ
tel 03-5820-9513

12月8日（月）18:00～22:00

オープンオフィス

白川在＋冨川浩史（建築設計白川冨川）／横山博昭
（morld）／阿野太一（ＦＷＤ）

築40年のビルを改修したシェアオフィスです。隅田川と神田川に挟ま

れた居心地の良い空間です。期間中だけオフィス内部を公開しますので、

足をお運びください。

●無料／定員無制限／差し入れ歓迎

白川在：1976年愛媛県生まれ。2001-2006年、伊東豊雄建築設計事務所勤務「瞑想の

森 市営斎場」・「アルミコテージ」 などを担当。2007年、建築設計白川冨川 /sktk設立。

受賞：2000年 日本建築学会設計競技 優秀賞。2000年 建築学生設計大賞。2000年

「居間のない家」 凖大賞。2000年 日本建築士会懸賞設計競技「 I-kenchiku@余白」 奨

励賞。2007年 グッドデザイン賞（建築・環境デザイン部門）。www.sktk. jp

冨川浩史：1976年東京・品川生まれ。2001 - 2004年、手塚貴晴＋手塚由比／手塚建

築研究所勤務。「越後松之山森の学校キョロロ」 などを担当。2005年建築設計　冨川浩

史／ S IESTA設立。2007年、建築設計白川冨川 /sktk設立。受賞：2005年 “ A door 

to paradise ” international design competit ion First short l ist ＋買上賞。2007

年 グッドデザイン賞（建築・環境デザイン部門）。www.sktk. jp

横山博昭：1977年日本の岡山市生まれ。大学で建築を学び、2004年にフリーランスの

DESIGNERになる。morldとして2005年より活動。CI・WEBサイト・サイン計画・イ

ラスト・印刷物などを手がける。人は、生きる中での様々な行動の動機の根源において、

他者とのコミュニケーションを欲していると考えている。www.morld. jp

PIT STOCK
東京都中央区日本橋馬喰町2-6-4
tel 03-5641-0210　www.pit-stock.com

12月5日（金）13:00～22:00／
6日（土）～14日（日）13:00～19:00

ハルコセール 2009春夏コレクション
★ゆかいな虫たちの大運動会 !
ハルコセール

昔ながらの町並みにモダンなオフィス街が混じり合い、お祭り時にはネ

オンカラーでいっぱいになるこのエリアで、伝統と現代の狭間をファッ

ションで横断 !　今シーズンのテーマは「虫」。自然の中で共存しつつ、

環境とともに変化する生き物の形態と、つねに変貌するファッションの

流動性をリミックス。いも虫寝袋競争やカブトクイーン・コンテストなど

運動会風の遊びをご用意してお待ちしております !　24時間観られる

ファッションショーもリヤカーに設営して、界隈を巡回する予定 !

ハルコセール：2005年パーソンズ・スクール・オブ・デザイン（N.Y. 米国）卒業。2006年

10月 Gal le ry hako（東京）　2007年春夏コレクション「ヨーヨーパーティー！」発表。

2007年5月「夏への扉 -マイクロポップの時代」クロージングイベント、きわまり荘に参加。

8月Mizuho Oshiro Gallery（鹿児島）にて「harcosale with Maki」発表。10月 H.P. 

France主催の青参道アートフェアー「2008春夏☆フルーツコレクション」発表。2008

年6月トーキョーワンダーサイト kurageにて「2008秋冬☆お魚コレクション～築地の

ヴィーナス」発表。現在、l ammfromm the concept s tore、東京都現代美術館MOT 

the shop(NADiff )、ウェブギャラリー「TAGBOAT」にて、パッキントート、スカーフなど

のファッションアイテムを販売中。www.harcosale.com

協力：馬喰町ゴールドファーム／来来／m!nka／リヤカー構成協力：三木麻奈　

馬喰町 
ゴールドファーム
東京都中央区日本橋馬喰町2-5-5 1F
tel 03-6231-4323　orpps.exblog. jp

特に料金の明記がないものは入場無料です。展示会場・時間など、一部変更する場合がございます。詳細は各会場及びWEBサイトでご確認ください。

EVENT

泰岳ビル 2F
　　　 　東京都千代田区東神田 1-2-10

12月5日（金）～14日（日）
18:00～22:00 

Off ice as L iv ing Room
～この時代の働き方と空間～

プロデュース：ReBITA＋ Open A／馬場正尊

リビングのようなオフィスとは?  

それを求めて、働く環境をつくってみます。

毎晩の夜、ここでは働き方についてのレクチャーを開催。

創造的な環境って、どんなだろう?

ReBITA：新しい空間とライフスタイルのプロデュースを通して、不動産ストックを再生

させるリノベーション専門カンパニー。今までは住空間を中心に手掛けてきたが、今年、神

田淡路町で初のオフィスリノベーションを行った。そのプロセスのなかで、CETエリアのポ

テンシャルを感じ、今回この泰岳ビルで新しい働き方の提案を行う。www.rebita.co.jp

Open A／馬場正尊：日本橋本町に拠点を置く設計事務所。今回、ReBITAとのコラ

ボレーションで「Office as Living Room」のプロジェクトを進行中。代表の馬場正尊

は、1968年佐賀県生まれ。1994年早稲田大学大学院建築学科修了。博報堂、早稲田

大学博士課程、雑誌『A』編集長を経て、2002年 Open Aを設立し建築設計、都市計

画などを行う。CETエリアではオフィスを集合住宅に改造した「東日本橋リノ」などを

設計。最近は房総半島に「新しい郊外」をテーマにした住宅のプロジェクトが多数進行

中。著書に『R the Transformers／都市をリサイクル』、『POST-OFFICE／ワーク

スペース改造計画』など。都市の空地を発見するサイト「東京 R不動産」を運営。東北

芸術工科大学准教授。www.open-a.co.jp

12月6日（土）～13日（土）

「働き方トーク」（全 6回）
参加費：無料　ドリンクは有料（予定）

アーティスト・野老朝雄、建築家・竹内昌義、編集者・小崎哲哉、作

家・原田マハ、空間デザインユニット・gi f t_、デザイナー・服部滋樹、

ファッションデザイナー・津村耕佑、アーティスト・松蔭浩之、写真家・

MOTOKO、デザイナー・奥定泰之……。彼らはどんな環境で仕事を

し、そして創作活動を行っているのか。そのリアルな体験を、ワイン片

手に、リラックスした空気の中で、ラフに語ってもらいます。そこには、

現代の働き方のヒントが隠されている……。

［第1回］12月6日（土）20:00～22:00：野老朝雄×
竹内昌義（みかんぐみ）

［第2回］12月8日（月） 20 : 00～22 : 00：竹内昌義
（みかんぐみ）×小崎哲哉（REALTOKYO / ART iT）
［第3回］12月9日（火） 20 : 00～22 : 00：内山博文
（株式会社リビタ）×馬場正尊（Open A／東京 R不動産）
［第4回］12月10日（水） 20 :00～22:00：原田マハ
× gift_（後藤寿和、池田史子）
［第5回］12月11日（木） 20:00～22:00：服部滋樹
（graf）×津村耕佑（FINAL HOME）
［第6回］12月13日（土） 16:00～18:00：松蔭浩之
×MOTOKO×奥定泰之

野老朝雄：P8参照

小崎哲哉：1955年東京生まれ。カルチャーウェブマガジン『REALTOKYO』（www.

realtokyo.co.jp）、アート雑誌『ART iT』（www.artit. jp）発行人兼編集長。1989年、

文化情報誌『03 TOKYO Cal l ing』の創刊に副編集長として携わり、1996年にはイ

ンターネットエキスポ日本テーマ館『Sensor ium』のエディトリアルディレクションを

担当する。企画制作作品にCD-ROMブック『マルチメディア歌舞伎』、写真集『百年の

愚行』などがある。京都造形大学客員教授。

竹内昌義（みかんぐみ）：建築家／東北芸術工科大学　建築・環境デザイン学科教授。

1962年生まれ。1995年みかんぐみ共同設立。以降、万博のパヴィリオン、小学校、中

学校、放送局、ライブハウスなどから住宅まで、幅広い建築の設計やアートを手がける。

代表作に愛・地球博トヨタグループパビリオン、伊那市立伊那東小学校、SHIBUYA-

AX、など。著作に『団地再生計画／みかんぐみのリノベーションカタログ』『別冊みかん

ぐみ』『別冊みかんぐみ２』、『POST-OFFICE』『脱ファスト風土宣言』など。

馬場正尊：左記参照

原田マハ：P8参照

gift_（後藤寿和、池田史子）：P7参照

服部滋樹（graf）：デザイナー・クリエイティブディレクター／京都精華大学デザイン

学部建築学科 特任准教授。1970年大阪府生まれ。５人の仲間とともに、デコラティブ

モードナンバースリーとして活動を開始し、代表となる。1998年、大阪・南堀江にショー

ルーム「graf」をオープン。以降、「暮らしのための構造」をテーマに、家具、空間、照明、

グラフィック、プロダクトのデザインからアート、食に至るまで、暮らしに関わるあらゆ

るものづくりに取り組む。服部は主に空間デザインに携わるほか、ブランディング、ディ

レクションなども手掛けている。

津村耕佑：ファッションデザイナー。第52回装苑賞受賞。1983年、三宅デザイン事務

所入社。1994年に都市でのサバイバルをコンセプトにしたウエアー「FINAL  HOME」

を立ち上げる。ファッションデザイナーとして活動すると同時に、時代・社会・都市を

見つめた造形作家としても制作活動を続けており、展覧会などの出品も多数。

松蔭浩之：P6参照

MOTOKO：1966年大阪府生まれ。大阪芸術大学美術学科卒。音楽、広告、ファッ

ション、グラビア、あらゆるジャンル・スタイルを問わず、幅広い領域で活躍。近年、作

品集を積極的に発表し、さらなる新天地を開拓中。主な作品集に『Day Light』、『First 

t ime』、『Flowers of Romance』、『京都 The Old and New Guide of Kyoto』他。

www.mil i . jp/motoko.html

奥定泰之：グラフィックデザイナー。1970年愛媛県生まれ。おもな仕事は書籍・雑誌

のデザイン。現在『早稲田文学』『al luxe』『現代詩手帖』などのADを手がける。第40

回造本装幀コンクール入賞、第2回竹尾賞優秀賞。共著として『感性と社会』（論創社）、

『近代デザイン史』（武蔵野美術大学出版局）。デザインオフィス「ミナリッチ」グラフィッ

クデザイナー。www.mina-rich.jp
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16:00～20:00

13:00～22:00

14:00～終電

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

11:45～24:00

19:00～終電

会場
 NO.

会場名

会場別スケジュール   展示／イベントの行われている時間です。

12:00～19:00

13:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏）、19:00～（地下）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

執筆中

19:00～23:00

19:00～終電

18:00開場、19:00～

12:00～19:00

13:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

16:00～19:00

執筆中

19:00～23:00

19:00～終電

18:00開場、19:00～

16:00～20:00

18:00～22:00

13:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

執筆中

11:45～24:00

19:00～22:00

18:00開場、19:00～

16:00～20:00

13:00～19:00

14:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

執筆中

11:45～24:00

19:00～22:00

18:00開場、19:00～

16:00～20:00

13:00～19:00

14:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

執筆中

11:45～24:00

19:00～22:00

18:00開場、19:00～

16:00～20:00

13:00～19:00

14:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

執筆中

11:45～24:00

19:00～22:00

18:00開場、19:00～

16:00～20:00

13:00～19:00

14:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

19:00～23:00

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

執筆中

11:45～24:00

19:00～終電

19:00～22:00

18:00開場、19:00～

12:00～19:00

13:00～19:00

14:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

13:00～19:00

19:00～23:00

19:00～終電

13:00～15:00

12:00～19:00

13:00～19:00

18:00～22:00

18:00～22:00

終日（裏のみ）

18:00～22:00

18:00～22:00

18:00～22:00

19:00～23:00

19:00～終電

13:00～18:00

18:00開場、19:00～

www.centraleast tokyo.com /08/
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12月13日（土）18:00より

NMNL2
マジック・コバヤシ×ユリオカタカシ×真藤舞衣子

CET 07にて好評を博したイベント「No Money !  No L i fe?」がちょ

びっーとだけパワーアップして帰ってきます。メンバーは引き続きマジッ

ク・コバヤシとユリオカタカシと真藤舞衣子。プラスアルファなトーク

セッションにゲストを11/22現在交渉中。今回も前回同様に「お金って

なに?」って話を軸にしながら「物々交換会的なコミュニケーションタイ

ム?」や「持ち寄り素材による鍋 ?」や「トークセッション?」や「お金ネ

タの落語 ???」などを予定しています。詳細は下記 urlにて。

nomoneynoli fe.blogspot.com

マジック・コバヤシ：マジックとかコバヤシとかmgk。と、呼ばれたり名乗ったりしていま

す。で。アートディレクターとかグラフィックデザイナーとかフォトグラファーとか映像作家

とかアーティスト。と、紹介されたり名乗ったりしています。お金ってなんだろう?  も考え

ています。

ユリオカタカシ：こうこくのしごとをしながら、こどもごころ、を、かんがえたりしています。

おかねってなんだろう?  も、かんがえています。

真藤舞衣子：赤坂生まれの赤坂育ち。赤坂にあるカフェ “my-an ” オーナー。料理研究、

オーガニックコンシェルジュ、食育アドバイザー。お金ってなんだろう?  も考えています。

大原第五ビル
東京都中央区日本橋横山町4-10

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00
市内関係ライブ制作：12月7日（日）～14日（日）

18:00～22:00
ホー娘。によるパフォーマンス＋ワークショップ：

日付未定
イカナニ マ zzッザファカによる24時間パーティ：

詳細未定
詳細→ www.themassage.jp

MASSAGE×イカナニ展

CYU（イカナニ）／野口亮平／AMAUU（GOLDEN 
OMAHA）／401（LIVErary）／川西隆史（SON-
TON）／ IPPI／河野未彩／ sac／ヌケメ／SEIGO-
FUKUDA／NYAAA
インスタレーション：heartbomb／ホー娘。
S O U N D S Y S T E M：イカナニ マ z zッザファカ 
sound Ver.A..D
デコレーション：SONTON
ライブ制作：市内関係

イカナニと雑誌MASSAGEセレクションによる展示とライブ制作。市

内関係による24時間泊まり込み耐久制作。

12月5日（金）～14日（日）about 18 :00～
22:00

文化系フリマ

主催：株式会社東京ピストル

東京ピストルが企画する、文化系の人を中心としたフリーマーケット。

文化系の方々のオタカラ（?）＝本、洋服、物品などをまとめて販売しちゃ

います。東京ピストルがセレクトした文化系の豪華な見本市をあなたに。

掘り出し物を見つけるチャンスです !

文化系出展者：東京ピストル（編集＋デザイン会社）、仲俣暁生（編集

者 /評論家）、奥定泰之（デザイナー）、nakaban（イラストレーター）、戸

塚泰雄（nu/デザイナー）、本折浩之（通販会社社長）、古屋蔵人（編集者

/デザイナー）ほか

東京ピストル：編集者の草彅洋平とアートディレクターの加藤賢策によって設立された編

集 +デザイン会社。アートディレクターの大西隆介と内川たくや、イベントスペース5TAN-

DA SONICのマネージャー紙谷岳志をメンバーに加え、破壊と創造をテーマに驀進中。

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00
レクチャー：7日（日）19 :00～ 永原康史（＋ゲス

ト）「アルゴリズムとデザイン」

1 3日（土）1 9 : 0 0～ 港千尋（＋ゲスト）「世紀と一
日：時間の変換とデザイン」

宇宙インタラクションへの誘い

港千尋＋永原康史

いま起きていることの意味が理解されるのは、暦をたくさん捲った後の

ことだ。だが2008年は間違いなく転機の年になる。いま金融・経済・

産業に起きていることは、これから訪れる未曾有の変化の序章にすぎな

いが、その核心には物質と情報のダイナミックな関係がある。『創造性

の宇宙』（工作舎　2008年）を中心に、暦、映像、アート、建築まで新た

なインタラクション・デザインの試みとして考えてみたい。

港千尋：写真家、評論家。多摩美術大学情報デザイン学科教授。主な写真集に『波と耳

飾り』、『明日、広場で』（以上新潮社）、『瞬間の山』、『文字の母たち』（以上インスクリプ

ト）など、著作は『群衆論』（ちくま学芸文庫）、『注視者の日記』（みすず書房）、『予兆とし

ての写真』（岩波書店）、『記憶』（講談社）ほか多数。

永原康史：グラフィックデザイナー。多摩美術大学情報デザイン学科教授。国際タイポグ

ラフィ協会会員。主な著書に『デザイン・ウィズ・コンピュータ』 （エムディエヌコーポレー

ション）、『日本語のデザイン』（美術出版社）、『デザイン言語』（共著・慶應義塾大学出版

会）などがある。

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

世紀と一日 / 
A Century and A Day
港千尋

「レヴィ＝ストロースの庭」今年100歳を迎える人類学者とともに神話

の土地をめぐる写真展。　「Century City Interaction」次期アメリカ

大統領当選の瞬間における情報と群衆のダイナミクスをめぐる映像展示。

「Hollywood Forever」　ハリウッドの中心にある墓地で開かれる「死

者の日」。闇の中に浮かび上がる霊と記憶の写真展。

港千尋：プロフィールは上記参照

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

11月の風景
渡邉朋也

ここ数年はおもにテレビの映像などをオンタイムで加工した作品などを

作っているのですが、その過程でさまざまなイメージやサウンドがこぼれ

落ち、結果、相当なハードディスクの容量を占有しています。今回はそ

れらの再構成を試みます。

渡邉朋也：1984年東京生まれ。多摩美術大学卒業。大学ではメディア芸術の制作を専

攻、卒業後も継続的にコンピュータやテレビジョンなどのメディア技術を駆使したインス

タレーションを制作、発表する。

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00
トークショー：10日（水）20:00～22:00 

原田マハ× gi f t_（後藤寿和、池田史子）@泰岳ビル
（P5参照）

Sound t r ip／光を聴く部屋

gift_（後藤寿和 / 池田史子 ＋ 山口絵美 / 生田公二 
/ 宮原万智）

Sound tr ipは、感覚の実験をテーマとした音と空間のインスタレーショ

ン。目の前が真っ暗になってしまった時、探し求めるもの。想像の中で

の光は視覚的なそれとは別の在り方をしている。日常では切り捨てて

いたわずかな音に感覚を鋭敏にしてみるーそうすることで見えてくるも

のかもしれない。「日常の／水の音」「動く」をテーマに箱型インスタレー

ションで実験してきたが、今回は「光を聴く」部屋。

gif t_：空間デザイン／サウンドデザインをまとめる後藤寿和とアート／デザインプロジェ

クトの企画制作を主とするクリエティブディレクションをまとめる池田史子により2005

年設立されたデザインユニット。実験的な音楽ライブやエキシビションを開催したり、書籍・

音楽・映像ソフト等を販売する小さなギャラリーショップgift_labを事務所に併設してい

る。www.gift lab.jp

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

竜／標本  another s ide
江本創

同時期に吉祥寺にて最新の研究発表が行われている竜の標本。

今回2002年に発見された竜の標本をCET会場に展示。

江本創：1970年兵庫県出身。筑波大学卒業。1999年まで版画（主に銅版画、リトグラ

フ）を制作。その後、標本作品の制作を始める。青木ギャラリーなど個展多数。2008年４

月日本経済新聞文化面に掲載される。主な著書に『幻獣標本博物記』『幻獣標本採集記』。

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

インストール ̶ 展示の仕事の展示
bibariki

「作品（作家）」「観客」「アートスペース」をつなぎ、展覧会を支える「イ

ンストール（展示作業）」の重要性と、世の中に影響を与える「作品」を

生み出す「作家」に間近で触れ、刺激を受けるよろこび／楽しさを、作

家インタビューのほか、これまで関わってきたインストール風景のスライ

ドショー、実際の展示風景の映像によってご紹介します。 また、インストー

ル作業に欠かせない道具箱の中味を壁面にずらりと並べ、実際に手に

取って使えてみたり、展示に関する無料相談会も併せて開催する予定。

bibariki：展示設営（インストール）チームとして2008年夏に発足。2004年 CETの企

画展示「VISION QUEST」の設営に携わり、インストーラーとして活動を開始したスズキ

アキオを中心に、建築、美術大学などの学生、靴職人、家具屋、エディターなど、「アート」

に関心がある幅広いジャンルの人々が集う。作家の想像（創造）力に刺激を受け、力を合

わせ、新たな価値を創り出すよろこび＝「インストール」という思考をより多くの人に伝え

るため、従来の展示設営作業に加え、今後美大生に向けたワークショップなどを行っていく。

これまでに携わった展覧会：「CET 04」～／「上海クール」（2005年、上海多倫現代美

術館）＊中国、台湾、韓国、日本のアーティストが集った展覧会。日本からはやなぎみ

わ、エンライトメント等が参加／「ライフ」展（2006年、水戸芸術館現代美術ギャラリー）

／「DesignT ide 2006、2007」 ／蜷川実花写真展「NINAGAWA WOMAN」（2007

年～2008年、表参道ヒルズ・スペース［ O:］）／荒木経惟写真展「YAMI NO HANA～

ARAKI ’ s jewel ry and f lower」（2008年、表参道ヒルズ・スペース［O:］）／「日常の

喜び」展（2008年、水戸芸術館現代美術ギャラリー）／NANZUKA UNDERGROUND、

magical, ARTROOM各展覧会、世田谷ものづくり学校　I IDギャラリー等。

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

ALTOVISION
タナカカツキ

美しく陶酔的な異次元へのビジュアルトルネード !  可視化された極楽

浄土 !  天才・映像作家タナカカツキが満を持して発表する人類未踏の

身体的映像体験作品『ALTOVISION』がCETに登場 !  音楽は戸田誠

司氏による4.0chフルサラウンドシステム。映像と音楽での表現が五感

を震わせ、五官への刺激がこれ以上超えられないほどの極みに達する。 

＊『ALTO』とはイタリア語でHIGHを意味し、『ALTOVISION』は鳥

瞰を意味する　www.altovision.tv

タナカカツキ：プロフィールはP6参照

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00
トークショー：12月 13日（土）16 : 00～ 18 : 00 

松蔭浩之×MOTOKO×奥定泰之 @泰岳ビル（P5
参照）

Strange table 08
松蔭浩之

勝手ながら、活動20周年の締めとして、この作品を示す。現代美術家／

写真家 ／グラフィックデザイナー／空間デザインなど、さまざまな分野

で、多くの人々と出逢い、活動をともにさせていただいたが、とどのつま

り、私とは、「世界に誇るキッチュ」そのものだということを、いまさらな

がら自覚するのである。

松蔭浩之：プロフィールはP6参照

開始日未定（WEBにて告知）～12月14日（日）

ライブドローイングとその残像

山口絵美＋小川敦生

ライブドローイングとその残像。

山口絵美：2005年から映像と音の制作を始める。sound trip@gift_lab #1・#2に、音

の採集と編集で参加。2008年9月ミラノ・ファッションウィークに発表された小川敦生展

のための映像制作を手がける。今回の作品ではコンセプトディレクションと映像を担当。

小川敦生：均一な線による緻密なパターンの集積で、作品を紡ぐドローイング作家。装飾

ともグロテスクとも取れる過剰さは紙の上に留まらず、壁面、ガラス等々にも侵食している。

www.turqoiserosco.com/atsuo_ogawa.html

エンゼルタワー
東京都中央区東日本橋3-10-13
tel 03-5695-7755　hwbb.gyao.ne. jp/maa-rta

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

QRプロジェクト
＋エンゼルギャラリー

三浦慎建築設計室／ろっけんぐちゆき／中嶋筦爾

期間中街に散りばめられたQRコード、ケータイで読み込むと何かが起

こる !?  まずは街の中を散策し、各会場の近くで見つけてチェック。い

くつあるかは、実際に街を歩いて確かめてみよう。期間中は、エンゼルタ

ワー１FがQRインフォメーションギャラリーに !  女流写真家ろっけんぐ

ちゆきの『ぐるりん展』、『映画 ”クローンは故郷をめざす” 公開記念ギャ

ラリー』も同時開催。

三浦慎建築設計室：幸せな空間を創造する設計事務所です。

ろっけんぐちゆき：大学の建築学科を卒業後、maaに所属しつつ独自の世界を確立する。

中嶋筦爾：ヴェンダースが認めた日本の新しい才能、新作「クローンは故郷をめざす」は
クローン人間の魂の行方を描く映像レクイエム（監督：中嶋筦爾　エグゼクティブプロデュー
サー：ヴィム・ヴェンダース　主演：及川光博、永作博美、嶋田久作、石田えり、品川徹　東

京国際映画祭正式出品／サンダンスNHK国際映像作家賞2006受賞／サンパウロ国際映

画祭招待作品）。三浦慎建築設計室設計作品：東福寺涅槃堂、愛育苑診療所にて撮影シー

ン多数 !  clone-homeland.com　2009年1月10日（土）シネカノン有楽町１丁目にて

都内独占ロードショー !  www.cqn-cinemas.com/yurakucho/news.html#clone

協力：（有）EOS plus

12月13日（土）18:00～20:00

『オッス ! トン子ちゃん2』公開編集会議

タナカカツキ／小田島等／佐藤直樹／トン子編集部

2005年末、衝撃の「オッス !トン子ちゃん」続編刊行宣言から早3年 !つ

いにあの娘が帰ってくるっ !?  トン子☆ファミリー（?）の小田島等氏も

迎え、緊迫の編集会議をど～んとお見せしちゃいます !  会場には幻の「待

夢」カフェも出張開店 !  世界中のトン子ファンよ、集まれ～☆　www.

kaerucafe.com/tonco/

タナカカツキ：1966年大阪生まれ。1988年京都精華大学美術学部 (現芸術学部 ) ビジュ

アルデザイン学科卒。在学中の1985年にマンガ家デビュー。卒業後は、劇団主宰、放送作

家などを経験し、1994年フルCGアニメ『カエルマン』を制作。著書には『バカドリル』『オッ

ス !トン子ちゃん』（扶桑社）など。『SUNDAY』『赤ちゃん』といったオリジナルDVD作品

もリリースしている。2007年展覧会「タナカカツキの太郎ビーム !」展開催（岡本太郎記

念館）。2008年11月 『新しいバカドリル』上下巻　発売、12月 DVD『ALTOVISION』

発売予定。www.kaerucafe.com/ka2ki/

佐藤直樹：1961年生まれ。僻地教育を専攻するため北海道教育大学に入学。卒業後、

信州大学で教育社会学・言語社会学を学ぶ。美学校菊畑茂久馬絵画教場修了。肉体労働

から編集までの様々な職業を経た後、なぜかデザイナーに。80年代後半からDTPに取り

組み始め、90年代の『WIRED』日本版の仕事が話題となった。現在、ASYL（株式会社

アジール）主宰。多種多様なメディアに対応し、企画・ディレクション・デザインをトータル

に行いつつ、空ビルの再利用を核としたイベント「CET（セントラルイースト東京）」のプロ

デュース等も行う。多摩美術大学造形表現学部デザイン学科准教授。www.asyl.co.jp

小田島等：イラストレーター／デザイナー。1972年東京生まれ。桑沢デザイン研究所2

部卒。1995年よりＣＤジャケットや書籍のデザインを多数手がける。その一方で、音楽

雑誌を中心にマンガやイラストを描く。著作漫画に『無 FOR SALE』（晶文社）古屋蔵

人、黒川知希との共著に『2027』（ブルースインターアクションズ）。BEST MUSICとして

CD album『MUSIC FOR SUPERMARKET』（Sweet Dreams）をリリースしている。

hitoshiodaj im.jugem.jp

12月13日（土）21:00～22:00

 トーク＆スライドショー
『バカドリルライブ』

タナカカツキ／天久聖一

1994年の発売以来ロングセラーを続け、現在のお笑いサブカルシーン

に多大な影響を与えた名著『バカドリル』シリーズが、ついに『新しいバ

カドリル』として復活 !　発売を記念してトーク＆スライドショーを開催

します。奇才と鬼才がぶつかりあう生ライブ !　お見逃しなく ! ! !

www.bakadri l l .com

●入場料：1500円（1ドリンク付）／定員：40名（着席／予約優先）＋スタン

ディング／予約：event@asyl.co.jpまでメールでお申込みください

タナカカツキ：プロフィールは上記参照

天久聖一：1988年、マンガ家としてデビュー。マンガ家としての活動のほかに、『SPA!』

誌上で10年以上続く投稿コーナー「バカはサイレンで泣く」を主宰、『TVBros.』でのコ

ラム連載をはじめ、ほぼ日刊イトイ新聞「天久聖一の味写入門」などの執筆活動も。また

近年、電気グルーヴ、ゆらゆら帝国のPVで映像制作も手がける。主な著書に『ドムーン』『バ

ングラデシュ日本』『ブッチュ君オール百科』。

12月13日（土）18:00～22:00

 トン子出張カフェスタンド「待夢」
ドリタ（どんぐり）＋ ASYL（主にめがね）

勝手に構想約3年、『オッス !トン子ちゃん』から、伝説の「待夢」カフェ

がついに登場 !  マスター直伝のおいしいコーヒーやチェリーのお気に入

りレモンティー、トン子特製のスウィーツも食べれちゃうかも☆  タレサ

ンをかけて来た人は無条件300円引き（太っ腹 !）。限定4時間 !  とびき

りのトン子☆ワールドをご堪能あれ !

ドリタ：webデザイナーにして、企画展示のプロジェクトマネージャーも務める。2007年、

松本弦人の下にてWeb制作に携わった後、ボストーク株式会社にて「サイエンスニュース !  

アジア展（日本科学未来館）」「地下展（日本科学未来館）」「タナカカツキのマトリョニメ展

（東京・大阪・京都）」「タナカカツキの顔ハメ☆パノラーーーマ展（東京・青山）」プロジェ

クトマネージャーを担当。2006年よりCET webデザイン制作に携わる。

www.doritab.com

ASYL：アートディレクター・佐藤直樹（最近はコンタクト）が主宰するデザイン会社。メ

ンバーは他に、溝端貢（だいたいコンタクト）、西ひろみ（めがね）、中澤耕平（めがね）、一尾

成臣（裸眼）、坂脇慶（たまにめがね）。多種多様なメディアに対応し、企画・ディレクショ

ン・デザインをトータルに行いつつ、CET、treasured trash、グルメ部等の過活動的プロ

ジェクトにも邁進中。サンフランシスコ現代美術館パーマネントコレクション、東京 ADC賞、

NY ADC銀賞、他国内外で受賞多数。www.asyl.co.jp

12月13日（土）18:00～22:00

クズ・カレンダー 2009
小林桃子

CET06で展開したどうしようもない最低写真をさらにパワーアップさ

せて今度はカレンダーにして売りつけちゃうという、最低に最低の上塗

りをしてお届けします。

小林桃子 :ステューディオ・トウキョウ・ジャパン、電通を経て現・imgsrcアートディレク

ター。カンヌ国際広告賞、ロンドン国際広告賞、TIAAなど他多数受賞。タニタ「光ダイエッ

ト」、マクドナルド「マックスマイルファクトリー」を手がける。

アガタ裏・地下 
東京都千代田区東神田1-2-11

12月5日（金）～14日（日）＠アガタ裏

イノセント・ラヴ（セルフポートレイト）

松蔭浩之＋木谷愛

数週間前に突如あらわれたビルボード広告にインスピレーションを受けた。

数秒にして認知され、即座に忘却されるであろうこのアイコンを、永遠の

ヴィジョンとして人々に焼き付けるべく、芸術の立場から身をもって昇

華する希有な試みの結果。現代の化石として、この画像を雨ざらしにする。

松蔭浩之：現代美術家。1965年福岡県生まれ。1988年大阪芸術大学写真学科卒業。

1990年アートユニット「コンプレッソ・プラスティコ（CP）」としてヴェネツィア・ビエンナー

レに出展。1992年 CPでの活動休止後、写真家、グラフィックデザイナー、空間デザイナー、

パフォーマー、俳優、TVコメンテーターなど多岐にわたる分野で活躍。また、宇治野宗輝と

のロックデュオ「ゴージャラス」、ファッションデザイナーの津村耕佑とのコラボレーション

『妄想オーダーモード』（グラフィック社）など、国内外で幅広い活動を行う。アーティスト

集団「昭和40年会」では会長をつとめる。2006年シンガポール・ビエンナーレ、2007年

アジアンアートビエンナーレ（台湾）参加。デザインオフィス「ミナリッチ」主宰。

www.mina-rich.jp

木谷愛：1982年山口県生まれ。地元の高校を卒業後、アパレル会社に勤務。のちコンテ

ンポラリージュエリー販売など、バイヤーを務める。2005年末、北九州市のオルタナティ

ブスペース「ギャラリーSOAP」で行われた「昭和40年会」の イベントを目の当たりにし

て現代美術の世界を知り、衝撃を受ける。07年 「美学校」入学のために上京。松蔭浩之、

三田村光土里に師事。以後、セルフポートレイト、パフォーマンス作品を主軸に制作、活動

を続ける。

12月6日（土）18:00開場　19:00スタート
＠アガタ地下

ライブ

山本精一／吉田肇／出利葉信之／田中徳崇／千住宗
臣／山本達久

PA一切なし ! ! !  新ユニット初お披露目、当日ランダムにセッションの

組み合わせが急遽発表される。シカゴから東京に拠点を移した期待の

若手ドラマー田中徳崇、最近ではNATSUMEN、川上未映子バンドな

ど精力的に活動範囲は驚異的に進んでいる山本達久、PANICSMILE、

サンラインレコード店主吉田肇、ROVO、PARAなど数々のプロジェク

トを発表し、現在も様々なプロジェクトが進行しているギター奏者山本

精一。福岡を中心に活動し、SAXを 2つ同時吹き、もしくは 3つ同時吹

きするかもしれない、ロレッタセコハンSAX奏者出利葉信之。PARA、

ウリチパン郡、COMBOPIANO などに参加し、数々のサポートドラム

に参加している千住宗臣。強者 6人が揃ってガチンコでぶつかります。

12月 6日（土）に 6人の参加者が揃ったのは奇跡であって、一度きりの

ライブです。おんなじことはありません。一度きりのライブ体験してみ

ませんか ?

●前売り 2 5 0 0円＋ 1ドリンク／当日 2 7 0 0円＋ 1ドリンク／学割・C E T 

STAFF（当日学生証・CET STAFF PASSに限り）2000円＋1ドリンク

前売り受付：pank-voice@mbr.nifty.com／問い合わせ：080-5084-0721

山本精一：音楽家。1958年、兵庫県尼崎市生まれ。1980年代後半よりBoredomsに

ギタリストして参加。並行して自身のリーダーバンドである想い出波止場や羅針盤を結成。

90年代に入ってからは、電動歯、赤武士、ザ・ハッピー・カウボーイズといったBoredoms

のメンバーとの別プロジェクトや、Novo Tono、Rovo、Ya-To-I、Mostといったバンドに

参加し、ギタリストとして、あるいはコンポーザーとして中心的な役割を担う。21世紀以

降も、TEEM、Para、カオス・ジョッキーなどのプロジェクトを次々と始動。加えて、国内

外のミュージシャンとのさまざまなコラボレーション、さらには映画音楽にいたるまで、ソロ

を含め、多彩な音楽フィールドでジャンル・バスターのごとく活動を展開する。ミニコミや

ライナーノーツ、音楽誌、文芸誌への寄稿も多く、1999年にはギターマガジン誌に1994

年から連載していたエッセイ「ギタバリョー」他を収めた単行本『ギンガ（リットーミュージッ

ク）』を上梓。また、自身のCDジャケットのデザイン、イラストも手がけている。

吉田肇（PANICSMILE）：panicsmile.hp.infoseek.co.jp

出利葉信之（ロレッタセコハン）：www.rolettasecohan.com/profile/

田中徳崇 (ds)：1977年福岡生。十代よりドラムを始め、1997年渡米後、10年間シカ

ゴに住む。2007年から東京在住。主にジャズドラマーとして活動する一方、アメリカ国

内各地を始め、ヨーロッパなどで様々な即興演奏家と共演するなど垣根にこだわらない活

動を続けている。ジェフ・パーカーらのグループ “ A Cushic le ”、トニー・マラビー、ロブ・

マズレックらとのグループ “ Daydream Fu l l L i festy le ” などで主に活動。Recordsを

Jason Ajemianと共に主宰し、録音エンジニアとしても活動。現在最も期待される若手

ドラマーである。

千住宗臣：2006年よりBOREDOMS a.k.a V∞ REDOMSに加入。2008年6月脱退。

また山本精一率いるPARAのメンバーとしても活躍中。他にもEYEとのDuoユニット

EYETHOUSANDTENやデビッド・シルヴィアンのサポートを勤めた渡辺琢磨のCOM-

BOPIANO、坂本龍一やUAなどから絶賛されているウリチパン郡への参加や原田郁子の

SOLOアルバム＜ケモノと魔法＞、青柳拓次（Litt le Creatures）・大野由美子（Buffalo 

daughte r）・藤乃家舞などとUAのアルバムに参加 s igh boat＜内田也哉子・鈴木正

人・渡辺琢磨＞へのレコーディング、ライブへの参加の他、石橋英子×アチコのRIMIX、

ISSEY MIYAKEのファッションショーやホームページにてドラムソロが使用されるなど若

手を代表するドラマーとしてレコーディングからアーティストサポートなど多岐にわたり活

躍している。www.muneomisenju.com

山本達久：1982年10月25日生。純アコースティック非エレクトリックドラマー。2003

年、一楽儀光（ドラびでお）とのツインドラムハードスカムコアバンド「香港男祭」でRU-

INS、ガロリンズと共に韓国 Tourを敢行。賞賛と叱責を同時に浴びる。時期を同じく、佐々

木匡士、倉地久美夫 t r io（菊地成孔 sax / 山内桂 sax）など、唯一無二の歌い手との共

演を重ねる。その時期から、山本精一、内橋和久、知久寿焼（exたま）、灰野敬二などなど

数々のミュージシャンと多数セッションを敢行。同時にZu（ ITA）、LightningBolt（US）、

tr iosk（AUS）、HansReichel（GEL）、GianniGebbia（ ITA）、RogerTurner（UK）な

ど、来日アーティストのTourサポート、他多数にわたるイベントのオーガナイズも山口 bar

印度洋でこなす。 現在は、石橋英子（石橋英子×アチコ /PANICSMILE/MongHang他）

とのduoや、ナスノミツル、井上経康との t r io「zggzag! ! !」、勝井祐二、marronとの「プ

ラマイゼロ」他、自身のセッションユニット「 tanta」や、「el-malo」柚木隆一郎 solo音

源へのレコーディング、2008年度芥川賞作家であり、歌手でもある「川上未映子」BAND

への参加、最近ではAxSxE率いる「NATSUMEN」のメンバーでもある等、数々のプロジェ

クトに参加、企画し、都内を中心に活動。

企画協力：DJぷりぷり

alpha workshop
東京都千代田区東神田1-2-11アガタ竹澤ビル101号

サロン：12月12日（金）　19:00～23:00
ライブ：20:00～スタート（約30分間）

salon agata／扇谷一穂 L IVE
扇谷一穂／片岡義順／野内隆

東京の東側にて活躍するクリエーターを中心に「sa lon agata」（偶数

月の第1金曜日）を開いています。今回はCETの交流イベントとして扇

谷一穂 LIVEを開催。

●入場料：2000円＋持ち込み歓迎（酒かおいしいものなど何でもOK）／定員

50名　※飲み物と食べ物はある程度、用意しておきます。

扇谷一穂：www.kazuhooogiya.com

片岡義順：yoshinobディレクター

野内隆：cogito erugo sumクリエイティブディレクター

ASYL BSMT
東京都中央区日本橋大伝馬町15-3 内田ビルB1F
tel 03-6712-0251　www.asyl .co. jp

12月5日（金）～14日（日）18:00～22:00

休日の写真館

池田晶紀

「休日の写真館」シリーズという記念写真をテーマとした写真作品です。

展示する場所で撮影をし、その場に写真を展示をするプランです。

池田晶紀：写真家。東京都在住。1999年自ら運営していたドラックアウトスタジオで個

展を中心に活動を始める。2003年よりポートレート・シリーズ「休日の写真館」で写真家

としての創作、個展での発表。アーティスト三田村光土里とのアートユニット「池田みどり」

としても活動。また、コミックバンド「ニューゆかい」としてライブ活動も行っている。

12月5日（金）～12日（金）18:00～22:00

絵画部 w i th 馬喰町スタイリング
絵画部（都築潤＋佐藤直樹＋マジック・コバヤシ＋
池田晶紀＋小田島等）×高橋毅

イラストやデザインや映像や写真などに関わる仕事をしながら「絵画」

への深い興味を共有する5人組「絵画部」。本人たちの意識としては、

あくまで「ブカツ」であったのだが、なんと「あの」美学校で来期スタート

の講座「絵と美と画と術」を受け持つことが決定（決定時のメンバーは

小田島等を除く4人。www.bigakko.jp/kouza/etobito.htm）。

CET08では、来期の準備段階の活動として「絵を描く」ことに挑戦。モ

チーフは、石膏でも静物でも裸婦でもなく、CET07で好評を博した高

橋毅の「馬喰町スタイリング」2008年版。こいつは見物だ。

都築潤：1962年葛飾区生まれ。中学時代ラッシュアワーの東京駅丸の内口の改札付近

で、ディスカバージャパンのポスターを熟覧中、補導係の私服警官に職質をうけるが、母が

病気でと嘘をつき危うく難を逃れる。高校時代浅草橋ガード下のゲーム喫茶で、喫煙＆イ

ンベーダーに興じている最中補導係の私服警官に踏み込まれるが、ウェイトレスの機転に

より間一髪難を逃れる。部活結成はクリスマス☆イブ、Firel ight（ファイアライト）に続き

今回で三度目だが、これら学生時代の過酷な修行で培った絵画センスで、難攻不落のミッ

ション「アタックオブツヨポン」を滞りなく遂行する決意だ。

佐藤直樹：1961年東京中野区生まれ。以降、数十ヶ所を転々とする。そのせいかどうか

落ち着きがない。ものごころつく前から絵ばかり描いていたが、自分で自分の絵を面白い

と思ったことはない。面白くない絵など描いていても仕方がないと描くのをやめていたが、

面白くない絵を描いてはいけない理由が最近になってわからなくなってしまい、また少し

ずつ描くように。調整豆乳が大好き。デザインの仕事などをよくしている。

マジック・コバヤシ：ロックな 1969年生まれ。信州信濃のドランクマシーン兼グラフィッ

クデザイナー兼フォトグラファー兼映像作家と呼ばれたり名乗ったり。中学時代はバス

ケットボール部。高校時代はテニス部。と、なんと美術部に掛け持ち所属。大学の卒業制

作は絵画作品。そして今回の絵画部。運命を感じずにはいれないようで全然いれるとゆー

か運命ってなに ?  ってゆーか絵画部ってなに ?  全ては考え中である。下手の考え休むに

似たり。

小田島等：1972年東京港区生まれ。たぶん、おもしろデザイナー／イラストレーター。絵

画や絵画史はわりと好きで本などは読む。自分で筆を握る事も稀にあるが、やはりMac

での編集的な作業でできる絵の簡便な快感にどっぷりである（善し悪しです）。なので、こ

こ「絵画部」で新しい感性を一度養いたい＆今までの経験もフィードバックしたい。いつ

かアンドリュー・ワイエスみたいな絵、描けるかな。

池田晶紀：1978年横浜生まれ。現在、東京在住。写真家。芸術に対する憧れと絶望感

を知り始めた頃から、自分自身が持つ絵画に対するコンプレックスを写真表現で補うため

の方向を見つけるのが目的で、絵画と写真の違いについて、とても興味を持つようになっ

た。それから写真家としての活動と並行して、絵を描くという行為を現在もおこなってい

る。絵画部では、なんらかの形で修得したものを表現していける場として、活動にしていき

たいと思っています。

高橋毅：武蔵野美術大学短期大学部卒業。スタイリストとしてミュージシャンや俳優、広

告を主に手掛ける。また、スタイリストの枠にとらわれずビジュアル制作に関わり、CDジャ

ケットやアパレルの広告などではアートディレクターとしても活動し、現在に至る。クリエ

イティヴチームDecoration代表。www.jealousy.jp
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印刷協力：株式会社日精ピーアール／株式会社セブンデイズ
用紙協力：王子製紙株式会社　苫小牧工場　このパンフレットには「OP L N o.2（仮称）　菊判 T目　37 k g」を使用しています。

主催：セントラルイーストトーキョー実行委員会  顧問：清水義次（アフタヌーンソサエティ）  メインプロデューサー：佐藤直樹（ASY L）
協力：多摩美術大学造形表現学部デザイン学科

ディレクター＆スタッフ：阿部香菜子／生田公二／池田史子／伊藤靖治／伊藤祐実／岩沢卓／岩沢仁／岩本孝行／江本響／坂脇慶／清水雄一／シミズヨシユキ／
庄野祐輔／鈴木暁生／染谷卓郎／竹内昌義／橘昌邦／外所一石／ドリタ／鳥山和茂／南塚真史／中西泰人／新野圭二郎／西ひろみ／西山智子／
橋本哲勇／馬場正尊／林田茜／原田幸子／平石果菜子／古屋蔵人／松尾尚司／三箇山泰／元永二朗／安田洋平／渡邊朋也（あいうえお順）

セントラルイーストトーキョー実行委員会 〒103 - 0 0 2 3  東京都中央区日本橋本町 4 -7 - 5 UNG内　e - m a i l : o f f i c e @ c e n t r a l e a s t t o k y o . c o m　
事務局担当：シミズヨシユキ／伊藤祐実

Helmets Labo
東京都中央区日本橋大伝馬町3-1
tel 03-3669-1217　www.helmets-labo.com

連続3回：11月30日（日）13:00～16:00／12
月7日（日）13:00～16:00／13日（土）17:00～

写真展覧会＋ Helmets Cafe：12月7日（日）
～13日（土） 13:00～19:00（初日のみ16:00～）

写真にする：EAST-ISM
（イースティズム）

Helmets Labo／ゲスト：写真家・内田ユキオ

撮って・焼いて・見て・みせてー写真を楽しむイベント（連続3回）＋写

真展覧会＋カフェ。打ち上げパーティーまで含めて連続3回の写真を楽

しむイベントです。写真家・内田ユキオ氏を迎えたトークショーや、撮影

した写真を暗室で手焼き体験。CET期間中の街を各自撮影し作品とし

て展示することで、撮る人撮られる人見る人それぞれの街の魅力を発見

します。写真展覧会中は、カフェとして公開。

●定員：15名／￥8,000（３日分）

別途現像代など各自負担があります。詳しくは案内をご覧ください。

懇親パーティーのみ￥2,000（一部のカフェメニューは別料金となります）　

参加条件：カメラ経験は問いません。フィルムカメラ（デジカメ不可）を持ってい

ればどなたでも参加できます。ご不明な点はお問い合わせください。 

主催・申し込み先：Helmets Labo　www.helmets-labo.com

mail: info@helmets-labo.com　FAX:03-3669-1219

（3日間とも参加出来ない方はご相談ください）

内田ユキオ：写真家。新潟県生まれ。雑誌、コマーシャル、CDジャケット写真などを中心

に活躍する一方、モノクロ写真の楽しさ素晴らしさを写真と文で綴った著書『ライカとモ

ノクロの日々』『いつもカメラが』『Ｍ型ライカの買い方』等がある。RPS（英国王立写真協

会）会員。www.netlaputa.ne.jp/~yuki-187/menew.htm

Helmets Labo：築40年の倉庫を改造して生まれた、建築 /照明 /キッチン家具を専門

としている4人のデザインオフィス。個々に独立した組織として活動する一方、それぞれ

の専門分野を融合させプロジェクトに合わせてチームを組むことで、規模やジャンルにと

らわれず常に最高のクオリティを提供します。TEL：03-3669-1217 (オオカワ )　FAX：

03-3669-1219　e-mail：info@helmets-labo.com

UNG
東京都中央区日本橋本町4-7-5

オープニング：12月5日（金）18:00～22:00
執筆中：6日（土）～ 1 2日（金）［激励・差し入れ

受け付けます］
トークショー：10日（水）20:00～22:00 原田マハ

× gift_（後藤寿和、池田史子）@泰岳ビル（P5参照）

原田マハ「執筆中」

原田マハ

CETで生まれた作家・原田マハが、CETの拠点に事務所を再開。CET

期間中は事務所で小説を執筆。CETオープニングに合わせて、事務所

開き＆オープンオフィスをします。

原田マハ：森ビル森美術館開設準備室、ニューヨーク近代美術館勤務後、フリーのキュレー

ターとして独立。TDB-CE総合キュレーター、CET04「Vision Quest」、CET05「Office 

Vacant」のキュレーターを務める。原田マハのペンネームで2006年『カフーを待ちわび

て』で日本ラブストーリー大賞受賞、作家デビュー。同作は玉山鉄二主演で映画化される

（2008年2月28日公開）。2009年1月より『小説現代』（講談社）にて小説『東京 R不動

産』の連載開始。www.haradamaha.com

bigote
東京都中央区日本橋本町4-7-4
tel 03-5203-1919

12月5日（金）～14日（日）
平日11:45～24:00／土日19:00～23:00 
トークショー：6日（土）20:00～22:00 

野老朝雄×竹内昌義（みかんぐみ）@泰岳ビル（P 5
参照）

野老朝雄＋今北仁 
[ TOKOLO.com + A.A.O.]展覧会
野老朝雄＋今北仁

着る事が出来る紋様と模様と絵の間の図の制作。つぎつぎと繋がって

いく不思議な模様がつくる空間と洋服を楽しみながら、おいしい料理を

食べていただけると幸いです。

野老朝雄：紋と紋様の制作を中心に美術／建築／デザインの周辺で活動。建築家との恊

働で建築ファサード、サイン計画なども手がける。「PPP magnet」新日本様式100選に

選定。武蔵野美術大学空間演出デザイン学科非常勤講師。www.tokolo.com

今北仁：2003年 京都造形芸術大学空間演出デザイン学科卒業。2006年 A.A.O.とし

て活動を始める。2007年 「EXIT TO SAFETY　デザインにできること」展（AXISギャラ

リー）。2008年 「ルーフトップ・パラダイス」（BankART NYK）等。www.a-a-o.jp

12月13日（土） 12 :00～

密買カレー

密買東京

あやしいカレー。だけど愛すべきカレー。密売します。他にもいろいろ売っ

てるかもね。

●約500円／約20食

「密買東京」は、密かに発見する楽しみを提供するオンラインショップです。

www.mitsubai.com

Cenotaph 
東京都中央区日本橋本町1-4-5 1F
tel 090-9806-8268　web.mac.com/kaemoto

1 2月 5日（金）～ 7日（日） 1 9 : 0 0～終電／
12日（金）～14日（日）19:00～終電
（予定・変更あり）

SET on CET
嘉悦基光

築50年の空きビルをリノベーションして生まれたCenotaphが、CET

期間限定でオープンするラウンジ。住人 /嘉悦基光が所属するクリエイ

ティブプロダクション、SETとのコラボレーション。ドキュメンタリー作

品 “ PLAYA ” 展示／プロダクション “ SET ” 映像作品展示／ラウンジ - 

Chat, Music & Drink。

●入場無料・ドリンク別

嘉悦基光：日本大学芸術学部映画学科卒、同大学院映像芸術専攻修士。在学中より国内

外の映画祭にて監督作の入賞歴を持つ。Apple入社後クリエイティブとしてあらゆるア

プリケーションのトレーニングに従事。2008年より多国籍なプロフェッショナル集団であ

るマルチクリエイティブプロダクション [SET] と契約、映像制作を中心に活動を開始する。

web.mac.com/kaemoto　SET：www.setjapan.com

オフィス・エコー 
東京都中央区日本橋小網町18-9 司ビル3F
tel 03-5640-8195　www.off ice-echo.com

12月8日（月）～12日（金）19 :00～22 :00
／12月14日（日）13:00～18:00

Astor ia→西船橋
座二郎

本展示ではNYのクイーンズから西船橋に引っ越した前後のコラージュ

作品を中心に展示する。会場はラウンジのようにくつろげる空間なので

ドリンク片手に作品鑑賞してください。かわぐちかいじ賞のマンガも見

れるかも !?

●入場・ソフトドリンク１杯無料／アルコールは有料／定員なし

座二郎：東京都出身。1974年生まれ。早稲田大学理工学部建築学科卒業。現在大手建

設会社に勤務。2005年帰宅途中の電車の中で思いつきで描き始めたマンガを、マンガ週

刊誌モーニングに応募したところかわぐちかいじ賞を受賞。2006年頃から身の回りにあ

る紙をコラージュしたものに絵を描き始める。2007年ニューヨークに転勤で渡米、アート・

ステューデンツ・リーグに在籍。2008年帰国。かわぐちかいじ賞受賞。

Co-Net
by battanation
東京都中央区日本橋小網町18-4 大建ビル8F
tel 03-5641- 2820　www.web-conet.com

12月6日（土）／7日（日）／8日（月）／9日（火）
／10日（水）18:30開場　19:00スタート

[Don’ t  make noises]
ジェイソン・シャルトン／吉田肇 + 出利葉信之／春秋
EVERYDAY（HALFVIDEO＋小林拓馬 /Con-
ti）／Rent:A*Car（保田憲一＋岩沢卓）／cokiyu
／石橋英子／TOMOCO／mojoco／ the gu i -
tar plus me／FJORDNE／HALFVIDEO

日本のオフィスや会議室は静かだ。ただBGMが流れてさえいれば良い

訳じゃないけれど仕事終わりの空間に、気持ちのよい音楽が流れている

ことがあったほうがいい。昼は会議をして、夜に音楽を聴く。そんなオフィ

ス、会議室の実験的実践。

●入場料1000円（1ドリンク付）

アンビエント／エレクトロニカの分野から、多くのアーティストが、いつもとは違うオフィス

街での演奏を行う。オルタナバンドPANICSMILEメンバーが連日ソロで出演。

12月11日（木） 18 :30開場　19:00スタート

[鈴木謙介氏トーク ]
鈴木謙介

社会学者・鈴木謙介氏を招いて、幻想としての「東京」についてトーク（予定）。

●入場料1000円（1ドリンク付）

鈴木謙介：1976年生まれ。専攻は理論社会学、社会思想。社会思想史上の問題の現代

的意義について、主として情報社会をテーマにしながら論じている。主な著書に『暴走す

るインターネット』（イーストプレス 2002年）、『カーニヴァル化する社会』（講談社現代新

書　2005年）、『サブカル・ニッポンの新自由主義 』(ちくま新書　2008年 )がある。

12月12日（金） 18 :30開場　19:00スタート

[夜のプロトコル・アカデミー：
プレ講義00回
「郊外、東京、バイオレンス」]
深町秋生×速水健朗

気鋭のバイオレンス作家・深町秋生。彼がこれまでに発表した三冊の小

説は、どれも郊外が舞台になっている。彼は、荒廃した日本の未来象と

してとらえている国道16号線的ロードサイドをどのように見ているのか?

また、彼の最新作の『東京デッドクルージング』は、題名に「東京」とあ

るように、東京が舞台である（といいながらも、主な舞台は東京郊外なの

だが）。深町がこの作品のための取材で見た東京とはどのようなものだっ

たのか?

●入場料1000円（1ドリンク付）

深町秋生：1975年生まれ、小説家。『果てしなき渇き』で、第三回『このミステリーがす

ごい !』大賞を受賞。以後、『ヒステリック・サバイバー』『東京デッドクルージング』を発表。

速水健朗：1973年生まれ、ライター・編集者。ケータイ小説、郊外、ヤンキーを研究対象

とした『ケータイ小説的。“再ヤンキー化 ” 時代の少女たち』を今年6月に発売。

12月13日（土）13:00～15:00　

[リノベーション相談室（仮）]
PIT STOCK／オフィス・エコー／バッタ☆ネイション

最近、セルフリノベーションでオフィスを移転した三組が、それぞれの事

例紹介と最近気になる物件について紹介。

伊藤靖治：株式会社 PIT STOCK代表／江本響：有限会社オフィス・エコー代表／岩沢

仁：有限会社バッタ☆ネイション代表　

12月14日（日）18:30 開場　19:00 スタート

[ 宮沢章夫氏トーク ]
宮沢章夫

都市空間論（番外編）としてCETエリアとその周辺から見える、東京と

いう都市空間についてのトーク（予定）。

宮沢章夫：劇作家・演出家・作家。1956年静岡県生まれ。1990年、作品ごとに俳優を

集めて上演するスタイルの「遊園地再生事業団」の活動を開始し、『ヒネミ』（1992年）で

岸田戯曲賞受賞。10年間で十数本の舞台作品を発表し、2003年の公演再開後は、プレ

ビュー公演を経て、本公演へつながるワークインプログレス形式の公演を上演している。そ

の他エッセイ、評論、小説など執筆も多く、04年からは早稲田大学で教鞭をとるなど活動

は多岐に渡る。
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